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◎
令
和
３
年
度
白
石
市
水
道
事
業

　
会
計
予
算

〔
質
疑
〕（
仮
称
）白
石
中
央
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
下
水

道
整
備
に
係
る
基
本
計
画
変
更
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
、詳
細
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕公
共
下
水
道
南
側
は
、現

在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
が
処
理

区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
整
備
に
伴
う
エ
リ
ア
拡
張
に

は
変
更
手
続
き
を
踏
む
必
要
が
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、県
と
も
調
整
し

な
が
ら
計
画
変
更
を
進
め
て
い
く

た
め
、業
務
委
託
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

〔
質
疑
〕仙
南
仙
塩
広
域
水
道
の
給

水
計
画
に
よ
る
受
水
と
自
己
水
源

の
割
合
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕年
間
の
総
給
水
量
386
万
５

千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、仙
南
仙

塩
広
域
水
道
か
ら
の
受
水
量
と
し

て
168
万
５
千
立
方
メ
ー
ト
ル
を
見

込
ん
で
い
る
た
め
、割
合
に
す
る
と

受
水
が
約
４
割
、自
己
水
源
が
６
割

と
な
っ
て
い
る
。

◎
令
和
３
年
度
白
石
市
下
水
道

　
事
業
会
計
予
算

　
第
４
号
議
案
か
ら
第
17
号
議
案
ま
で
の
計
14
議
案
に
つ
い
て
、定
例

会
初
日
終
了
後
、各
常
任
委
員
会（
付
託
協
議
）を
開
催
し
、第
14
号

議
案・白
石
市
景
観
条
例
を
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
２
日
目（
２
月
24
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

た
後
、総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、３
月
３
日

に
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
を
経
て
、採
決
の
結
果
、第
14
号
議
案
は
、全
会一致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。





























































































常  

任  

委  

員  

会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
菊
地　
忠
久

副
委
員
長　
森　
　
建
人

委
員　
澁
谷
政
義 

・ 

髙
橋
鈍
斎

　
　
　
小
川
正
人 

・ 

保
科
善
一
郎

　
　
　
大
森
貴
之 

・ 

角
張
一
郎

〔
質
疑
〕こ
の
条
例
制
定
の
趣
旨
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。

〔
答
弁
〕こ
の
条
例
は
、宮
城
県
が
仙

南
広
域
景
観
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、仙
南
２
市
７
町
が
景
観

行
政
団
体
に
移
行
し
た
こ
と
か
ら

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
、市
民
や
事
業
者
に
対

し
、ど
の
よ
う
に
景
観
を
保
全
し
て

い
く
べ
き
か
を
誘
導
し
て
い
く
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

〔
質
疑
〕景
観
計
画
区
域
と
し
て

白
石
市
中
心
部
、小
原（
小
原
温
泉
、

材
木
岩
周
辺
）、鎌
先
温
泉
、七
ヶ

宿
湖・七
ヶ
宿
街
道
の
４
つ
の
区
域

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の

区
域
が
指
定
さ
れ
た
経
緯
や
理
由

を
伺
う
。

〔
答
弁
〕こ
の
景
観
計
画
区
域
は
、

◎
白
石
市
景
観
条
例
に
つ
い
て　

※予算審査特別委員会は議長を除く全議員で構成される
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